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流動化の可能性

毛
沢
東死
後の
衝
胸中的
な
北
京
政
変に
よっ
て、
い
わ

ゆ
る
文
革派上
海グル
ー
プ
「四
人
組」
は一
網
打尽に

討っ
て
と
ら
れ
た。
ま
さに
ソ
辿が
待
望
してい
たとお

り、
「毛
沢
東と
その一
派」
は、
つい
に
中国の
指
導

部
から
消
え
去っ
た
の
で
あ
る。

中ソ
対立の
背長を
考え、
その
歴
史的
経緯
を
遡
及

すると
き、
ス
タl
py
時代以
来の
ソ
連の
対
中国
態

度と
その
政策の
数々
が
中国をい
ら
立
た
せ、
毛
沢
東

東外
大助
教
授

中

｜嶋

対t

嶺

の
神経
を
逆
な
でし
て
きたζとに
つい
て
は、
い
まと

ζ
で
詳
述し
ない
が、
と
の
よ
うな歴
史的
現実の
な
か

で
根
強く
形成さ
れた
毛
沢
東その
人の
対
ソ
認
識1反

ソ
感
情ζ
そ、
今日
まで
の
激しい
中ソ
対立の
最大の

源
泉で
あっ
た。

と
の
点で
は、
文
化
大
革命とい
う
特
異
・な政
治現
象

が
「毛
沢
東とい
う一
人の
人
間の
反
応の
結
果」
（A

・
ド1
ク・
パ
ー
ネッ
ト
「
中
国
｜｜
毛
沢
東以
後へ
の

過
渡期」
1
邦
訳）
で
あっ
た
の
と
同
様、
今日
まで
の

中ソ
対立
の
激し
さの
由
来
を毛
沢
東その
人に
帰し
た

と
し
て
も、
そ
れ
は決し
て
不
当で
は
ない。
そ
れだ
け

北
京
政
変
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
毛
沢
東
以
後
の
中
国
の
激
動
は、
中
国
の
対
外
関
係
に
も
波

及
し、
米
中
ソ
三
極
関
係
に
変
化
を
も
た
ら
し
そ
う
で
あ
る。

す
で
に
ソ
連
は
活
発
な
対
中
和
解
攻

勢
を
展
開
し
て
お
り、
中
ソ
関
係
は
対
立
か
ら
和
解
の
方
向
へ
流
動
化
し
は
じ
め
て
い
る。
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に、
毛
沢
東以
後の
時代の
中ソ
関
係
改
普へ
の
ソ
連の

熱
意に
は並々
念
らぬ
もの
が
あっ
た
し、
まし
てや
毛

沢
東
家父長
体
制の
中枢に
あっ
た
江
狩夫人
ら
「四
人

組」
が
失墜し
た
今日、
・中
ソ
関
係に
変化の
可能
性を

見い
だし
得る
の
は当
然だとい
えよ
う。

以上
の
よ
う
な
当
然の
前
提に
加え
て、
次の
問題が

考
慮さ
れ
ねば
なら
ない。
そ
れ
は、
今回の
北京
政
変

そ
れ
自体
は
あ
く
まで
も
中圏
内
政上
の
激
突で
あ
り、

し
か
も
弔柄の
真相
は、
い
ずれに
せ
よ「
宮
廷
革命」

的
な
予
防ク
ー
デタ
ー
で
あっ
た
と
思われ
る
が、
し
か

し、
そのζ
と
の
結
果が
もた
ら
すリパ
ー
カッ
ショ
ン

はと
めど
も
なく
大きく、
ま
さに
国
際政
治の
構造的

変
動に
もつ
な
が
りか
ね
ない、
と
恩われ
ると
と
で
あ

る。
す
・なわ
ち
ーー

ま
ず
第一
に
は、
と
の
よ
う
な
出
来
事が
白
昼夢
で
は

－な
かっ
たと
とに
示
され
る
中
国
内政の不
安
定
性と、

その
激しい
角
逐の
経緯
が
改め
て
露呈
さ
れ
たζ
と
に

写真＝（上）モスクワ赤の広場ての

10月革命記念式典に鈴ぞろいした

ソ連首脳＝!J.ス（下）毛以後の中固

ま率いる護国鋒主席＝PANA

よっ
て、
中
国の
実
像が一
挙に
浮き
彫
りに
され、
同

時に
その
中
国
は
すでに
周
恩
来、
毛
沢東を欠く
中
国

で
あ
ると
とに
よっ
て、
中
国が
国
際政
治の
上
で
従
来

保
持し
て
きたマ
ヌ
lパ一フピ
リ
ティ
1（自曲目5
24吋p

vEql自
分の
本来の
カ以上
の
カを相手に
感”し
さ

せ
る
戦
術的能
力）
が
大きく
低
下
する
で
あ
ろ
うと
と

で
あ
る。
その
点で
は、
中
国とい
う
擬似
大国
を
イメ

ージ
の
うえ
で
大
固
化
すると
と
に
よっ
て
米
中ソ
三
極

構造の
形成
を
国
際政
治の
基
本パ
タ
ーン
と
なし、
そ

の
な
か
でアメ
リ
カ
の
国
益を追
求しよ
うと
し
て
きた

キッ
シン
ジャ
ー
戦
略は、
今回の
北京
政
変の
結
果、

カ1
タl
候
補の
勝
利を
待た
ずし
て、
すでに
過去の

もの
に
なっ
た
と
もい
えよ
う。

し
た
がっ
て、
第こ
に
は、
い
わゆる
米
中ソ
三
極
構

造に
変わっ
て、
再
び
米ソ二
元シス
テム
の
対
抗とい

う
冷戦
型の
国
際政
治パ
タ
ー
ン
が
再
浮上
し
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ、
ζ
うし
た
梢造の
な
かで、
米ソ
双
方の

H
中
国
獲
得競争H
は
今
後さらに
蟻
烈化
する
もの
と

恩
わ
れ
る。
俗念
表
現を
用い
れば、
H
中
国がソ
迎に

つ
く
の
か
アメp
カ
と
組むの
かd
とい
っ
た
闘
係が
す

で
に
中
国
を取
り
巻く
国
際環
境の
現
実に
なろ
うと
し

てい
る
とい
え
よ
う。

1976.11. 23 

と
の
よ
うに
展
望し
た
と
き、
中ソ
関
係の
流動化
は

不
可
避で
あ
り、
早く
もソ
連の
側
か
ら
する
対
中
和
解

へ
の
攻
勢は執
鋤に
始まっ
てい
る。
一
方、
アメ
リ
カ

と
し
て
は、
務
国
錦
新
政
権をソ
述の
側へ
追い
や
ら
な

い
ために
も、
従
来、
カ
ー
タ1
政
権に
、なれば、
そ
の

対
中正
常化の
テン
ポ
が
遅れ
る
だろ
うとい
われ
て
き

た
予
測と
は
違っ
て、
い
よい
よ
対
中
接近に
拍
車を
か

け
な
ければ
なら
ない
とい
えよ
う。

ア
メ
uyカの
世
界政策の
悲
調と
そ
中ソ
対立
の
永
続

性とい
う前
提で
あ
る
た
めに、
ζ
の
前
提
を
符か
すい

か
なる
兆
候に
対し
て
も、
アメ
リ
カ
は
きわめ
て
敏感

に
な
らざ
る
を
得ない。
ζ
のζ
とに
つい
て
は、
昨
年

末の
中
国政
府によ
るソ
連のヘ
リコ
プ
ター
乗
員
釈
放

に
際し
て
の
アメ
Pカ
の
反
応を
想
起
する
だ
けで
十分

で
あ
ろ
う
（と
れ
らの
点につい
て
は
拙
稿
「『新太
平

洋ド
ク
ト
リγ』
と
中ソ
冷戦」
l「
中央公
論」
一
九

七
六
年三
月号1
参照）。

中ソ和解の程度と深度

世界週報

私
は
右の
よ
うに
考え
てい
る
が、
だ
か
らとい
っ
て

中ソ
関
係が五
0
年
代の
よ
う
な
ご
枚
岩的
団
結」
の
13 



時
代へ
回帰
すると
述べ
てい
るわ
けで
はな
く、
ま
た

その
よ
う
念中ソ
関
係のル
ネッ
サン
ス
につい
て
は、

当の
ソ
連の
政
策
立
案
者もその
可能
性を
肯
定し
て
は

い
ない。
もと
よ
りソ
述と
し
て
は、
最
大限
目
標にい

わ
ゆる
親ソ
政
掘の
成
立
を
考え、
最低
限
目
標に一
定

の
外
交上
の
和
解を
構
想しつ
つ、との
限
度
内で
硬軟、

陰陽、
直
接
間
接の
さ
まざ
ま
な
戦
略と
戦
術を
行
使
す

るつ
もりで
あ
る
うが、
今日
ま
さにマ
イ
ナス一
OO

点に
も
なっ
て
し
まっ
てい
る
中ソ
関
係を、
プ
ラス
点

と
はい
わず、
ゼロ
の
地
点まで、
あ
るい
はマ
イ
ナス

五
O
点の
地
点
まで
引き戻
すだ
けで
も、
ソ
連の
戦
略

的
勝利だと
考え
得る
だ
けに、
ソ
連の
立
場は
強い。

で
は一
体、
中ソ
関
係
はど
の
程
度まで
改
善され
得

るの
か。
と
の
問
題に
答え
るに
は、
中ソ
対立
の
構造

的
性格
を
認
践し、
・中ソ
関
係の
実
態を
あ
る
程
度、
方

法
論的に
整理し
てお
かね
ば
なら
ない
だろ
う。
ζ
の

問題につい
て
私
は、
と
れ
ま
でに
もし
ばし
ば
私
なり

の
方法
論を
提示し
て
きた
が
（
拙
稿「周
恩
来
以
後の

中ソ
関
係」
1
「アジ
ア・
クオ
1
タ
91」
一
九
七六

年四
j六
月〈
第
八
巻第二
号〉
ーほか）、
と
と
で
再

び
簡
単に
ふ
れ
る
・なら
ば、
今
日の
中ソ
対立
は
次の
四

つ
のレベ
ル
の
対立
構造が
重層
的に一
体
化し
てい
る

の
だとい
え
よ
う。

す孔なわ
ち、
①民
族的
対立
ない
し
はナショ
ナ
ロズ

ム
の
相
克（ロ
主
g－gE
E弘
g
no丘一
互）、
②国
家的

対立
ない
し
は国
家エ
ゴ
イズ
ム
の
対立（帥g門O・g－回gg

nOHHhznc、
③イ
デオロ
ギー
的
対立
ない
し
は
教
義よ

‘ー． 

の
異
端
者
同
士
的
対
立
守
記
号円0・匂
R
Q
noロ「一一ロ円）、

④政
府
間の
対立
念い
し
は外
交上
の
対立

5
8
2
9mO〈冊円ロ
go
E
no
ロEn円）
で
あ
る。
（ぬ040円ロ・

ま
ず
国
家
関
係
の
改
善
か
ら

と
の
対立の
状
況
はい
ラまで
も
なく、
①が最
も
根

深く、
い
わば
宿
命的で
あ
り、
②の
対立
も
国
益上
の

対立
がイ
デオロ
ギーに
よっ
て
甚
打
ちされ
る
だ
けに

和
解し
難い
もの
で
あ
る。
し
かし、
③のレベ
ル
の
対

立、
すなわ
ち一
九
五
六
年の
中ソ
論
争発生以
来の
対

立
は、
中ソ
の
対立
構造の
中で
は
論理的に
可
変的
な

もの
で
あ
り、
・中ソ
関
係がし
ば
し
ば
中国共産
党の
党

内
闘
争と
相関的
で
あ
るζ
と
か
らし
で
も、
党
内
闘
争

の
推
移や
リー
ダ
ーシッ
プ
の
変化に
よっ
て、
と
のレ

ペ
ル
の
中ソ
関
係に
は当
然、
変化の
可能
性が出て
く

望。。④のレベ
ル
の
対立と
私が考え
るもの
は、
一
般に

ジャ
ー
ナ
リズ
ム
や
外
交当
事者が
「
国
家関
係」
の
対

立
と
み
・なし
てい
る
外
交関
係ない
し
は政府間の
対立

とい
われ
る
もの
で
あ
る
が、
と
のレベ
ル
の
対立
は
H－取

も
可
変的
で
あ
り、
場
合に
よっ
て
は、
リー
ダ
ーシ
ッ

プ
の
性格に
変
化が念くて
も、
当面の
国
際関
係の
推

移い
かんに
よっ
て
（た
とえ
ば、
米
中
関
係
が
きわめ

て
感
化し
た
り、
中
国
が第三
世
界か
ら
著し
く
孤
立
化

し
た
りとい
う状
況の
出
現に
よっ
て
も）、
一
定の
変

化
があ
り
得る
部
分
だとい
え
よ
う。

と
の
よ
う
念
方
法
論的前
提に
立っ
て
当
面の
中ソ
関

係を
考え
た
場
合、
④
は
もと
よ
り
③のレベ
ル
の
関
係

に
まで
可
変的
な一
つ
の
可能
性が出て
きたと
と
は
否

定で
きない。
少
・なくと
もソ
連の
側
は、
一
年
ぐらい

の
時
間的
暫？に
おい
て、
まず
④のレベ
ル
の
関係
を

回復し、
や
がて
③のレベ
ル
の
関
係
改
普へ
の
足
がか

りをつ
か
も
うと
するで
あ
ろ
う。
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動
き
出
し
た
中
ソ
関
係

その
よ
うなソ
連
は、
毛沢
東の
死そし
て
北
京
政
変

の
以
前
から、
虎
視耽々
と
中ソ
関
係を
揺
さぶ
る
きっ

か
けをつ
か
も
うと
し
てい
た。
私
自
身、
去る二
月に

訪ソ
し
て、
グロ
ム
イコ
外相の
もと
で
中国
政
策
の
立

案に
当
たっ
てい
るエ
ム・
エ
ス・
ヵ
lピ
ツ7・
ソ
連

外
務
省
極
東第一
部
長
（中国
担当
の
外
務省
幹部
会
員

兼モ
ス
クワ
大
学
教
授で、
トロ
ヤ
ノ
アス
キ
ー
前
駐日

大
使
は日
本
担当
の
第二
部
長）
と一
夜
膝を
交え
て
語

り
合っ
た
と
きに
も、
ソ
連側
は
来るべ
き一
九
八
O
年

期限
の
中ソ
友好
同
盟条
約改定
交
渉に
備え
て、
対
中

交
渉の
将
来に
期し
て
待つべ
き
状
況に
あると
と
を
痛

感し
た。

前
述のヘ
リコ
プ
タ
ー
乗
員釈
放
事件の
の
ち、
と
の

件の
担当
者が
翠国
錦
公
安部
長
だっ
たと
と
を知っ
た

ソ
連側
は、
去る四
月の
天
安
門
事件の
底流を
じっ
と

注
視し、
同
月
末の
北京に
お
けるソ
連大
使館
爆
発
事

件に
対
し
て
も
きわめ
て
慎重な
態
度に
終止し
た。

毛沢
東
路
線へ
の
批
判は、
去る
九
月九
日、
毛
沢
東
死
1976.11.23 
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去の
当日、
「プ
ラ
ウ
ダ」
ほか各
紙が
私の
小文
（「
露

憾
する
毛沢
東体
制」
l「言
論
人」
八
月
二
十
五
日

号）
を
紹
介して
報じ
たの
を
最
後に、
い
っ
さい
停
止

するとい
う
措置をとっ
てい
る。
そ
し
て
毛
沢
東の
死

に
際し
て
は
党中
央
が
丁
重な弔
電を
送
り、
十
月一
日

の
国
慶節に
は関
係
正
常化
を呼び
か
け
たH
熱いH
メ

ッ
セ
ージ
を
送っ
たの
で
あ
る。

さ
らに
十月二
十五
日に
はソ
連・
モ
ンゴル
共同
声

明の
な
か
で
「平
等な
普隣
的
協
力を
復
活させ
る
用
意

があ
る」
と
呼び
か
け、
翌二
十
五
日に
はソ
連
共産
党

中
央
委
総
会でプレ
ジ
ネフ
書
記長
が同
様の
呼び
か
け

を
行っ
たの
ち、
十月二
十八
日に
は
華国
錦
新
主席
就

任へ
の
祝電を
送っ
た。

次い
で
十一
月五
日に
は
十
月
革
命
記念前夜祭で
ク

ラコ
フ
政
治
局
員が再び
中ソ
関
係改
善を
呼び
か
け、

十一
月七
日の
赤の
広場に
お
ける
革
命
式典で
は、
と

れ
までと
異なっ
て
中
国
批
判
をい
っ
さい
表明し
な
か

っ
たの
で
あ
る。
十一
月九日
付「．フ
ラ
ウ
ダ」
は、
中

国が
革
命
記念
日に
寄せ
た
祝電を
全文
掲
載し、
翌十

日に
は、
国慶
節へ
の
ソ
連の
メッ
セ
ー
ジ
に
対し
て
中

国が
感
謝の
返
電を
寄せ
た
と
異例の
報
道をし
た。

注目すべき中国の兆候

ζ
の
よ
う
なソ
辿側の、
全
く
独
り相
撲
と
も
思え
る

外
交攻
勢に
対し、
中
国側
は
依
然と
し
てソ
連・
東
欧

諸
国の
党か
らの
弔
電や
祝電の
受
け
取
りを
拒否
する

などの
か
た
く
な
な対
必
を
示してい
る。
また、
中ソ

関
係のバ
ロ
メ
ー
タ
ーと
も
なるアル
パニ
ア
をめ
ぐる

諸闘
係を
見て
みて
も、
た
ま
た
まと
の
時
期に
聞か
れ

たアル
パニ
ア
労働
党第七
回大会で
は、
アルバニ
ア

側
は
依
然と
し
てソ
連の
関
係改
善提
案
を
拒否し、
一

部で
推
測
さ
れ
たアル
バニ
アのグ
中
国
離
れH
へ
の
期

待に
も
か
かわら
ず、
中
国・
アルバニ
ア
関
係に
大き

な
変化
は
なかった。

し
かし、
十一
月六
日、
北
京の
テレ
ピ
はソ
連十
月

革
命の
ド
キュ
メシ
ト
映
画を
放
映し、
翌七
自に
は、

前
述し
た
とお
り、
ソ
連の
革
命記念
日に
祝電を
打っ

て、
「
中
国と
ソ
連
が
原
則的
な問題で
反
目し
てい
る

か
らとい
っ
て、
そ
れに
よっ
て
両
国の
正
常な
国
家関

係まで
妨
げられ
るべ
きで
は
ない」
と表明
する
など

注目
すべ
き
兆
候
を
見せ
はじ
め
てい
る。

し
か
も、
義国鋒
主
席
自
身は
非上
海グル
ープ
で
あ

っ
た
と
はい
え、
明
ら
かに
文
革派で
あっ
た
が、
た
と

え
ば
十
月
十日の
「
人
民
日
報」
ほか
三
紙誌
共同
社
説

以
来、
早く
も劉少
奇・
林
彪
批判の
用
語
法
が
消え、

さ
らに
部小
平批判
も
次第に
少
なく
なっ
て
きてい
る

と
と、
また、
い
わゆ
る
「
四つ
の
現
代化」
路
線
がい

ち
はや
く
復
活し
たと
とに
示さ
れ
るよ
うに、
中圏
内

政の
方
向が
脱文背中・
反
文革の
方
向へ
と
さ
らに
進み

ゆ
く
と
き、
周
恩来・
部小
平路
線の
台
頭
ない
し
は
旧

実
権
派
路
線の
復
権が当
然
考え
られ、
と
うし
た
方
向

性に
おい
て、
中ソ
関係
は
「ソ
述と
は
論
争
する
が、

統一
戦
線
は
組む」
とい
っ
たレベ
ル
まで
改
善さ
れ
る

可
能
性
も
出て
きた
とい
えよう。

と
の
場
合、
ベ
ト
ナム
労働
党や
日
本
共
産
党との
関

係を
はじ
め、
「反
帝も
反
社帝も」
とい
っ
た毛沢
東

的
反ソ
路
線
が
修正され、
国
際共産
主
義
運
動は思わ

ぬ
復元
力を
示
すと
とに
なる
か
もし
れ
ない。
し
か
も

「反
帝も
反
社帝も」
とい
う
毛沢
東
路
線に
よっ
て、

ζ
の
とと
ろ
第三
世
界で
も
孤立
化し
て
きた
中国は、

ソ
連の一
連の
外
交的
提
案
を
今後も
か
た
く
なに
拒否

しつ
づ
けに
くい
よ
うに
思
わ
れ
る。
中
国
は関
係改
善

を望
まない
の
か、
とい
うソ
連の
国
際世
論工
作に
押

さ
れ
てし
ま
うか
らで
あ
る。

1976.11. 23 

と
うし
た
現況に
あ
る
だ
けに、
アメ
uyカ
はい
まい

ら立っ
てい
る。
米
中
関
係
正
常化の
た
めに
台
湾の
重

荷
をお
ろし
たい
ア
メ
リカ
で
あ
る
が、
台
湾
問題の
解

決
を
待た
ずに
対
中
軍
事経
済
援助の
方
向を
さ
らに
色

濃く
示さ
ざ
る
を
得ない
か
もし
れ
ず
（十
月十
八日の

ケシ
ブ
リッ
ジ
に
お
ける
キッ
シン
ジャ
ー
発
言
もその

一
例で
あっ
た
て
ま
た一
部に
伝え
ら
れた
北京と
台

北
との
秘
密
交
渉とのル
lマ
ー
は、
と
の
よ
うなジレ

ンマ
に
あ
る
ア
メ
リカの
立
場を
反
映し
た
もの
で
あ
る

か
もし
れ
ない。

い
ずれに
せ
よ、
とと
当
分
は
情勢の
推
移を
見きわ

め
ね
ば
なる
まい
が、
早く
も中ソ
関
係
は
流
動化し
は

じ
め
てい
るとい
っ
て
よい
で
あ
ろ
う。
そし
て、
もし

もソ
辿お
よ
び
アメ
リカ
の
そ
れ
ぞ
れの
期
待が
結
局
は

謹切られ
た
と
き、
ア
ジ
アの
国
際関
係
は
再び
大きく

動くと
とに
なろ
うが、
と
の
点につ
い
て
まで
言及
す

るの
はま
だ
ま
だ
時
期
尚
早だとい
え
よ
う。
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